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「デジタル再考」

生活スタイルの変化によって、あらゆるものがデジタル化され、今後も

ICT依存の流れは止まらないでしょう。ICTは、よりニーズに合うように進

化し続け、私たちの生活は、急激に便利になりました。

ビッグデータの高度な解析により、今や、利用者一人ひとりの嗜
し

好
こう

に

合った色や言葉遣いなどをカスタマイズして提供する「one to one」の

ネット広告も実現可能になりました。また、買い物を生活の楽しみと捉え

ているのか、他の製品と比較して納得感を追求したいのかなどを、利用者

の行動履歴から分析し、より購買につなげるパーソナライゼーションもま

すます進展しています。

  「ICT利用の目的は、時間の削減、それによる余暇の充実」といわれてき

ましたが、生活者のメディア接触の現状を分析する博報堂DYメディア

パートナーズメディア環境研究所の「メディア定点調査2012」によると、

東京の週平均メディア接触時間は、インターネット以外はほぼ横ばいであ

るのに対し、インターネットだけがこの4年間で一週間に5時間近く増加

しています。つまり、削減できた時間を、再び、デジタルの世界で費やし

ている現状がうかがえるのです。

利用者の思いを先読みした過剰なサービスにより、無自覚的にインター

ネットを利用しているのかもしれません。このままでは、情報を咀
そしゃく

嚼する

能力や判断する能力が劣化する気がします。情報処理能力の非常に高い人

は、過剰サービスには拒否反応もあると聞きます。目的があってこその手

段であるべきなのに、手段が目的化しているのではないでしょうか。「デジ

タル化」について再考してみると、ネットは、あくまで「出会いの場」であり

「アイデアの創出を助ける機械」であります。

豊かな生活を実現するには、デジタル化、ICTの進化を受け入れながら、

自分自身の感性を磨き、創造力を持って、インターネットと共存すること

が求められています。

【東アフリカ・ファブリック柄】
ケニアなどで使われる薄手の一枚布、カンガの文
様の一つです。どれも色鮮やかで、用途はスカー
フなどさまざまです。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


